
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
は
前
回
の
二
倍
集
ま
り
ま

し
た
。

文
化
祭
も
行
い
、
つ
ど
い
も
実
施
。
組
合

員
が
集
ま
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

城
陽
支
部

滝
澤
京
一
さ
ん

城
陽
支
部

で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
下
で
も
、
支

部
体
制
を
く
ず

す
こ
と
な
く
、
役

員
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
重
視
し
て
仲
間

を
９
人
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
の
つ
ど
い
も
、
午
前
、
午
後
の
２
回

実
施
等
や
り
方
を
工
夫
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
が
議
論
さ
れ
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
由
々
し
き
事
態
だ
。「
在
日

米
軍
の
指
揮
下
で
自
衛
隊
が
敵
基
地
攻

撃
を
実
施
す
る
体
制
が
進
ん
で
い
る
。
日

米
で
先
制
攻
撃
後
反
撃
の
場
合
、
日
本
に

あ
る
59
基
の
原
発
で
日
本
は
滅
ぶ
。
日
本

は
戦
争
が
で
き
な
い
国
、
平
和
の
中
で
し
か

生
き
ら
れ
な
い
国
だ
。
情
勢
を
補
強
し
た
い
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険

証
を
一
元
化
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
健
康

保
険
証
を
残
す
運
動
も
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
。宮

津
与
謝
支
部

小
谷
勇
治
さ
ん

秋
の
仲
間
増
や
し

運
動
で
４
人
の
仲
間

が
増
え
た
。
支
部
の

月
間
目
標
も
達
成

し
た
。
年
間
目
標
ま
で
あ
と
１
名
な
の
で
ぜ

ひ
達
成
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
仲
間
を
減
ら

さ
な
い
運
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

大
山
崎
支
部

後
藤
隆
司
さ
ん

10
月
の
町
長

選
挙
で
前
川
さ

ん
が
大
差
で
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
行
わ
れ

た
町
議
選
で
前
川
与
党
が
４
人
、
野
党
が

８
人
に
な
り
ま
し
た
。
前
川
町
長
を
支
え
る

運
動
が
大
切
で
す
。

循
環
バ
ス
運
行
に
も
前
川
町
長
は
積
極

的
で
す
が
、
住
民
要
求
の
実
現
住
民
の
足

に
は
、
さ
ら
な
る
、
住
民
運
動
の
展
開
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
①
中
学
校
給
食
の
無
料
化

の
実
施

②
高
い
水
道
料
金
への
補
助

③

公
民
館
の
改
築

④
保
育
所
、
学
童
保
育

の
充
実
等
々
で
す
。

水
道
事
業
は
、
住
民
の
い
の
ち
を
守
る

地
方
自
治
体
の
重
要
な
も
の
で
す
。
京
都

府
は
「
水
道
広
域
化
推
進
計
画
」「
京
都

府
水
道
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」「
府
営
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」を
３
月
に
決
定
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
府
の
北
部
、
中
部
、
南
部
ご
と
に
施

設
統
合
、
経
営
統
合
、
南
部
で
は
10
市
町

の「
企
業
団
化
」を
狙
っ
て
い
る
。
住
民
自
治

に
と
っ
て
も
大
切
な「
自
治
体
の
水
道
を
守

る
」運
動
を
す
す
め
て
い
こ
う
。

山
科
支
部

竹
井
登
志
郎
さ
ん

山
科
支
部
の
共
済
活
動
は
担
当
者
ま

か
せ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、

支
部
の
機
関
紙

に
掲
載
し
て
も

ら
う
な
ど
支
部

全
体
の
運
動
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま

し
た
。
自
転
車
共
済
は
掛
金
も
安
い
し
若

い
人
に
も
入
っ
て
も
ら
え
る
。
共
済
は
年
金

者
組
合
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

年
金
裁
判
と
自
分
も
原
告
で
あ
る
生

存
権
裁
判
は
共
通
性
が
あ
り
ま
す
。
楠
副

委
員
長
も
生
存
権
裁
判
の
弁
論
期
日
や

取
り
組
み
に
参
加
し
て
連
帯
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
年
金
裁
判
も
生
存
権
裁
判
も
共

に
頑
張
り
た
い
。

（5）２０２３年２月１５日 京都年金者しんぶん

府本部役員補充選挙の結果

新しい府本部執行委員が選出

されました。

板原健一さん(73歳)伏見支部

新
型
コ
ロ
ナ
下
で
も
サ
ー
ク
ル
活
動
を
重
視

前
川
大
山
崎
町
長
が
大
差
で
再
選

共
済
は
年
金
者
組
合
の
魅
力
の
一
つ

４月28日の「判決言い渡し日」はあくまで

予定ですが、「判決」が言い渡されるとして

取り組みをすすめます。

取り組みの一つは、裁判長あての「要請は

がき」提出運動です。２月の年金者しんぶん

の発行日、２月９日に組合員分を発送します。

私の一言欄も作っていますので、是非、自

分自身の言いたいことを記載してください。

支部で回収して、レターパックや小包で裁判

長あてに送付してください。なお、切手を貼っ

ていただければ、直接ポストにも投函できま

す。

もう一つは、最高裁への上告です。高裁で

勝利すれば、被告側が上告します。私たちが

負ければ、最高裁に上告したいと考えていま

す。

上告の手続きは判決文を受け取ってから２

週間以内にしなければなりません。４月28日

の判決であれば、大型連休に入りますので、

判決後に、上告の委任状を集めるのには無理

があります。

３月１日の執行委員会で上告の委任状を配

布し、控訴人の皆様にも郵送したいと考えて

います。

判決日までに「委任状」をとるという異例

な形になりますが、ご理解をお願いします。

年金裁判は最終盤の闘いとなりますが、最後

まで頑張り抜きましょう。

高裁での判決が出れば、あとは最高裁の闘

いになります。上告を最高裁大法廷に回付さ

せ、４０年前の憲法判断を変えさせましょう。

（府本部委員会での森脇書記長報告から抜粋）

年金裁判「判決」予定日
までの運動と上告委任状
について

秋
の
仲
間
増
や
し

４
人
が
加
入



福
知
山
支
部
は
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
５
月
１
日
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
福
天
支

部
（
1
市
３
町
）
の
名
称
で
し
た

が
、
２
０
０
７
年
の
市
町
合
併

に
伴
い
福
知
山
支
部
と
し
て
名

称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
組

合
員
数
は
１
９
５
名
で
ほ
ぼ
男

女
同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー

ク
ル
数
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
カ

ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
が
廃
止
と
な
っ

て
、
８
サ
ー
ク
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
組
合
員
数
は
一
時
、
２
０
０

名
を
超
え
る
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
数
年
、
２
０
０
の
壁

を
突
破
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
年

金
者
組
合
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
、

年
金
者
組
合
じ
ゃ
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
楽
し
い

取
り
組
み
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
者
に
と
っ
て
、
飲
食
や
大

き
な
声
が
出
せ
な
い
こ
と
は
、

魅
力
的
な
活
動
を
す
る
う
え
で

も
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま

す
。
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
す
こ

と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。年

間
行
事
は
「
新
春
の
集
い
」
、

重
税
反
対
の
取
り
組
み
、
メ
ー
デ
ー

参
加
、
支
部
総
会
、
時
々
の
年
金

学
習
会
や
講
習
会
な
ど
で
す
が
、

毎
月
、
支
部
機
関
紙
『
こ
れ
か
ら

だ
』
を
今
年
度
か
ら
編
集
委
員

会
を
開
催
し
、
女
性
２
人
が
中

心
と
な
っ
て
紙
面
を
刷
新
し
て

Ａ
４×

４
ペ
ー
ジ
だ
て
で
文
字

を
大
き
く
し
て
発
行
し
て
い
ま

す
。
組
合
員
か
ら
は
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

活
動
面
で
は
高
齢
者
の
要
求

を
市
会
請
願
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
12
月
議
会
で

「
中
等
度
以
上
の
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願
」
が
全
会
派
賛
成

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
前

に
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
の
意
見
書
が
不
採
択
と
な
っ

て
、
リ
ベ
ン
ジ
の
出
来
事
で
す
。

私
達
も
今
回
の
提
出
に
あ
た

り
、
緊
急
署
名
に
取
り
組
み
、
署

名
を
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

や
市
老
連
に
持
ち
込
み
、
署
名

に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
採
択
さ
れ
る
よ
う
に
議

会
答
弁
も
配
慮
し
、
意
見
書
案

を
委
員
会
議
員
に
委
ね
た
こ
と

や
全
国
的
情
勢
の
進
展
な
ど
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
特
定

健
診
に
聴
力
検
査
の
実
施
や
京

都
府
の
助
成
制
度
、
市
の
独
自

助
成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
「
こ
れ
か
ら
だ
」
の

精
神
で
。
（
金
澤
書
記
長
）

２０２３年２月１５日 京都年金者しんぶん（第３種郵便物認可第３９８号付録） 第４５７号（6）

支部紹介⑩ 福知山支部

コロナに負けず

８サークルが活発に

「
こ
れ
か
ら
だ
」
の

精
神
を
大
切
に

トモエガモは絶滅危惧種の上に警戒心が強く、なかなか

じっくり観察するのは難しい」といわれているが、間近で見か

けることに成功した。水面に映った姿とともになんとも美しい

色合いに見とれ、シャッターを押し続けていた。

トモエガモは苦難の道をたどった歴史があるようだ。カモ

類の中でも特に美味しく、食糧として珍重され、乱獲されて

きたらしい。そのため警戒心が強く用心深くなったという話が

紹介されている。

そのためか、トモエガモは大きな池や湖沼のようなところ

にいることが多く、岸からはるかに遠かったり、何かに隠れ

て全身が見えにくくなるような場所にはいることが多く、まとも

に見たことがなかった。

偶然にもその機会に巡り合えたことはラッキーだった。北の

方が大雪で「珍鳥」と言われる野鳥が渡ってくることがある

が、期待している。（浜）

ワンショット

カモ目カモ科マガモ属

水面に映った姿に見とれるトモエガモ

市議会で趣旨説明する堀支部長

昨年のメーデー参加後の写真



（7）２０２３年２月１５日 京都年金者しんぶん（第３種郵便物認可第３９８号付録） 第４５７号

趣味の紹介

絵手紙 城陽支部 河端允子さん （左）

（右）向日支部 板倉洋子さん（上） 向日支部 松本須美子さん（下）

京
都
年
金
者
文
芸

小
春
日
の
窓
辺
ほ
っ
こ
り
命
延
ぶ

西
出
八
千
子

満
月
や
虹
の
輪
つ
け
る
秋
の
真
夜

堀

千
恵
子

以
上
ね
ん
き
ん
城
陽

句
会
果
て
冬
蟷
螂
は
羽
根
た
た
む

上
林

花
子

お
供
へ
に
一
輪
咲
き
し
寒
水
仙

倉
田

圭
子

以
上
綴
喜
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

木
枯
の
波
板
屋
根
を
鳴
ら
し
ゆ
く

中
村
美
紗
子

初
春
に
伸
び
ゆ
く
孫
に
目
を
細
め

宇
治
川
太
郎

以
上
宇
治
・
久
御
山
ね
ん
き
ん

冬
紅
葉
箱
根
の
森
の
ピ
カ
ソ
展

祐
子

十
二
月
八
日
月
と
火
星
が
煌
々
と

ふ
じ
紫

以
上
年
金
の
仲
間(

北
上)

湯
け
む
り
に
心
遊
ば
す
冬
の
旅

坂
本
二
三
恵

初
鏡
幸
せ
皺
と
決
め
て
笑
む

荒
田

義
枝

神
杉
の
穂
先
凛
々
し
き
初
御
空

野
尻

き
み

以
上
北
桑
田
支
部

近
づ
い
て
裸
木
な
れ
ど
尚
大
樹

登
代
子

初
み
く
じ
御
守
も
買
八
十
路
か
な

紀
代
子

以
上
舞
鶴
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

力
込
め
自
ら
作
る
注
連
飾
り

吉
田

武
彦

冬
晴
や
園
児
等
笑
顔
駆
け
抜
け
る

近
藤

壽
美

以
上
こ
れ
か
ら
だ(

福
知
山)

物
価
高
お
せ
ち
料
理
も
質
素
な
る

三
上
愛
子(

東
山)

餅
ひ
と
つ
具
沢
山
雑
煮
一
膳
な
り

山
田
フ
サ(

東
山)

寒
椿
二
輪
咲
き
た
り
庭
の
隅

山
本
拓
治(

西
京)

軍
拡
に
滅
び
る
国
や
寒
に
入
る

広
田
浩
三(

下
京)

し
ぶ
柿
を
甘
く
し
ま
す
と
北
風
が
吹
く

尾
﨑
雅
一(

下
京)

冬
富
士
を
観
て
次
登
る
と
孫
が
夢

村
松
秀
一(

城
陽)

秋
の
陽
に
古
刹
の
も
み
じ
紅
く
映
え

木
の
営
み
の
ふ
し
ぎ
さ
思
ふ

須
藤
ゆ
う
子

十
二
月
八
日
八
十
一
年
前
忘
れ
な
い

若
き
ら
の
手
に
渡
す
「
赤
」

堀
岡
美
和
子

コ
ロ
ナ
こ
え
友
へ
と
急
ぐ
車
窓
に
は

黒
部
の
山
々
白
く
輝
く

佐
々
木
公
子

年
を
取
り
今
日
一
日
の
時
間
割

盆
栽
手
入
れ
で
思
い
出
の
日
々

宇
治
川
太
郎

以
上
宇
治
・
久
御
山
ね
ん
き
ん

残
り
糸
集
め
て
遅
し
ス
ピ
ー
ド
で

肩
を
凝
ら
し
て
編
み
ゆ
く
セ
ー
タ
ー

植
松
富
枝

京
都
で
は
和
紙
作
り
の
最
盛
期

「
こ
う
ぞ
み
つ
ま
た
」
冷
た
い
水
で
溶
き
の
ば
す

所
川
和
美

以
上
綴
喜
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

「
畝
立
て
の
畑
仕
事
は
つ
か
れ
た
で
し
ょ
」

「
い
え
い
え
私
は
放
た
れ
た
鯉
」

山
口
妙
子

坂
道
の
石
段
も
あ
り
紙
を
配
る

口
開
け
仰
げ
ば
冷
気
の
美
味
し

山
口
至
江

畝
に
立
つ
白
菜
重
ね
着
す
る
よ
う
に

日
々
葉
を
巻
き
て
ふ
く
ら
み
て
い
く

野
垣
幸
子

風
を
連
れ
山
よ
り
下
り
来
る
時
雨

軒
の
鉢
花
叩
き
て
行
け
り

大
由
里
千
代
野

以
上
舞
鶴
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

鉢
植
え
の
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
霜
月
よ
り

廊
下
に
移
し
陽
を
浴
び
満
開

小
川
民
子(

城
陽)

甥
っ
子
に
お
母
さ
ん
た
の
む

と
年
賀
状

ま
か
し
て
お
い
て
と
折
り
返
し

田
中
康
晴(

西
京)

コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
め
ら
れ
て
三
年
た
つ

い
つ
に
な
っ
た
ら
マ
ス
ク
は
ず
せ
る

寺
澤
幸
子(

伏
見)

初
詣
長
蛇
の
列
見
て
廻
れ
右

大
橋

照
代

雪
景
色
思
い
ザ
ク
ザ
ク
夢
路
追
う

一
美

以
上
年
輪
西
京

い
く
ら
で
も
嘘
を
つ
き
ま
す
政
務
官
東
村
博
一(

城
陽)

俳

句

川

柳

短

歌



小
畑
さ
ん
は
大
阪
生
ま
れ
熊

本
育
ち
の
95
歳
。
京
都
大
学
で

は
学
生
運
動
に
の
め
り
込
み
逮

捕
さ
れ
た
経
験
を
お
持
ち
で
す
。

大
阪
の
私
立
高
校
教
師
に
な
っ

て
か
ら
は
学
校
運
営
を
民
主

的
な
も
の
に
転
換
さ
せ
る
た

め
労
働
組
合
を
結
成
、
切
り

崩
し
に
あ
っ
て
村
八
分
に
さ

れ
て
も
頑
張
り
抜
か
れ
た
方

で
す
。
（
教
師
時
代
の
闘
い

ぶ
り
は
年
金
者
組
合
八
幡
支

部
の
機
関
紙
『
年
金
や
わ
た
』

に
連
載
さ
れ
ま
し
た
）
そ
し

て
今
も
平
和
委
員
会
の
一
員

と
し
て
街
頭
に
立
っ
て
活
動

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
で
も
11

年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
妻
・

和
子
さ
ん
の
遺
影
を
見
つ
め
な

が
ら
「
も
と
も
と
心
臓
が
弱
か
っ

た
し…

」
と
寂
し
そ
う
な
表
情

を
見
せ
る
ご
老
人
で
も
あ
り
ま

す
。父

上
は
明
治
の
終
わ
り
に
東

京
の
高
等
師
範
を
卒
業
さ
れ
、

そ
の
頃
の
高
等
師
範
卒
業
生
は

文
部
省
の
直
轄
人
事
と
し
て
全

国
規
模
の
転
勤
が
あ
っ
て
、
小

畑
さ
ん
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

時
は
大
阪
市
で
教
育
部
長
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
郷

里
の
熊
本
に
帰
り
、
小
畑
さ
ん

は
県
立
熊
本
中
学
校
に
入
学
、

寄
宿
舎
生
活
を
送
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
こ
で
は
上
級
生
か
ら

の
制
裁
や
リ
ン
チ
が
横
行
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
戦
争
末

期
に
は
学
校
が
、
生
き
て
帰
る

の
が
難
し
い
「
予
科
練
」
に
無

理
や
り
生
徒
を
志
願
さ
せ
る
の

を
見
て
、
小
畑
さ
ん
の
反
骨
精

神
は
大
き
く
膨
れ
上
が
っ
て
い

き
ま
す
。

そ
の
後
18
歳
で
終
戦
を
迎
え

第
五
高
等
学
校
（
熊
本
）
に
入

学
、
戦
時
中
は
制
限
さ
れ
て
い

た
読
書
に
夢
中
に
な
り
、
ロ
シ

ア
文
学
に
魅
か
れ
、
ロ
シ
ア
語

は
真
面
目
に
勉
強
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
卒
業
後
は
父
上
の
お
ら

れ
る
東
京
は
避
け
て
京
都
大
学

に
進
学
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
は
旧
制
と
新
制
高
校

の
卒
業
生
が
同
時
に
入
学
し
た

の
で
す
が
、
学
部
に
よ
っ
て
単

位
の
取
り
方
や
奨
学
金
の
額
も

違
っ
て
い
た
り
し
て
い
た
た
め

対
策
委
員
会
を
作
り
、
こ
こ
か

ら
学
生
運
動
に
関
わ
っ
て
い
か

れ
る
の
で
す
。

京
大
自
治
会
の
執
行
委
員
に

な
り
「
綜
合
原
爆
展
」
宣
伝
担

当
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
京
都

駅
前
の
丸
物
百
貨
店
を
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
が
、
世
界
で
も

初
め
て
原
爆
被
害
を
写
真
や
図

解
１
８
０
枚
に
丸
木
位
里
、
赤

松
俊
子
夫
妻
の
「
原
爆
の
図
」

も
展
示
し
た
も
の
で
、
10
日
間

で
約
３
万
人
も
の
入
場
者
が
あ

り
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
引
き
続
き
大
津
市

で
開
催
さ
れ
た
原
爆
展
で
、
小

畑
さ
ん
は
宣
伝
中
に
逮
捕
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
天

皇
が
京
大
に
視
察
に
来
る
と
い

う
の
で
予
め
作
っ
て
お
い
た
公

開
質
問
状
10
万
部
の
印
刷
物
に

「
天
皇
裕
仁
殿
」
を
書
き
入
れ

た
と
し
て
、
無
期
停
学
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
事
件
は

国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
米
国
の
新
聞
に
も
記
事
が

載
り
、
世
界
中
か
ら
激
励
の
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
し
て
無

事
に
京
大
に
復
学
し
、
大
阪
の

私
立
高
校
教
師
と
な
っ
て
新
し

い
戦
い
に
臨
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
小
畑

さ
ん
は
15
歳
か
ら

乗
馬
を
始
め
ら
れ
、

定
年
退
職
後
は
乗

馬
学
校
に
通
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
年
金
者
組
合

の
、
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
会
と
付
き

合
い
の
あ
る
ご
住
職
さ
ん
の
紹

介
で
何
度
も
モ
ン
ゴ
ル
に
行
き
、

日
本
へ
の
留
学
生
の
お
世
話
も

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
方
た

ち
か
ら
は
「
日
本
の
お
父
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

本
当
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
方

だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
取
材

矢
吹
美
根
子

西
田
美
津
子
）

２０２３年２月１５日 京都年金者しんぶん（第３種郵便物認可第３９８号付録） 第４５７号（8）

（おばた てつお）

小畑哲雄さん
（八幡支部 95歳）

大
阪
生
ま
れ
熊
本
育
ち

終
戦
後
ロ
シ
ア
文
学
に

つらぬく人生

世
界
で
初
め
て
の
原
爆
展

京
都
駅
前
丸
物
で


